理-07-公-佐賀(後)-問-01

 eq \o\ac(□,１)
植物のからだのつくりとはたらき，および植物のふえ方について，問１～問４の各問いに答えなさい。

問１
ウメのめしべの先端を双眼実体顕微鏡で観察した。⑴，⑵の問いに答えなさい。

⑴
双眼実体顕微鏡で観察したとき，その見え方の特徴を簡潔に書きなさい。ただし，大きく見えるということ以外の特徴を書くこと。

⑵
めしべの先端には花粉がついていた。このことを何というか，書きなさい。

問２
花をさかせて種子をつくる種子植物には，被子植物と裸子植物がある。図１は，被子植物のめしべの断面の模式図，図２は，果実の断面の模式図である。⑴～⑶の各問いに答えなさい。

⑴
図１のアを何というか，書きなさい。
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⑵
次の文は，図１，図２の説明をしたものである。文中の（　①　）に適する語句を書きなさい。また，（　②　）に適するものを，図２のイ～オの中から一つ選び，記号を書きなさい。

図１で，花粉がめしべの先端につくと，アはeq \o(\s\up 9(はい),胚)

eq \o(\s\up 9(しゅ),珠)に向かってのびていく。アの先端が胚珠に達すると，アの中の精細胞の核は，卵細胞の核と合体する。合体した後の卵細胞は，分裂をくり返して（　①　）になり，（　①　）をふくむ胚珠全体が種子になる。（　①　）は図２の（　②　）の部分であり，種子が発芽すると（　①　）は成長して，やがて親と同じような植物のからだができる。

⑶
被子植物の特徴を「子房」，「胚珠」という二つの語句を用いて，簡潔に書きなさい。

問３
種子植物は種子によってなかまをふやし，子孫を残していく。次の文は，ある被子植物の発芽から成長までのようすである。⑴，⑵の問いに答えなさい。

ある被子植物の種子を発芽させたところ，子葉が２枚出てきた。この芽を成長させ，植物体全体を観察したところ，葉脈は（　①　）であり，根は主根・側根の区別が（　②　）。この被子植物は，やがて花をさかせ，新しい種子をつくった。

⑴
文中の（　①　），（　②　）に入る語句の組合せとして正しいものを，次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。

	
	①
	②

	ア
	平行脈
	あった

	イ
	平行脈
	なかった

	ウ
	網状脈
	あった

	エ
	網状脈
	なかった


⑵
上の文の特徴をもつ被子植物のグループを何というか，書きなさい。

問４
次の文は，さし木をしてサツマイモをふやすときの説明である。文中の（　①　）～（　④　）に入る語句の組合せとして正しいものを，下のア～クの中から一つ選び，記号を書きなさい。

サツマイモは，葉のついた茎を植えると，根や新しい葉が出て成長し，やがて新しいサツマイモをつくる。このような（　①　）生殖では，（　②　）分裂と同じように細胞が分かれて，新しい個体がつくられる。新しくできた個体は，もとの個体の染色体と（　③　）。したがって，新しくできた個体の形質はもとの個体と（　④　）形質を示す。

	
	①
	②
	③
	④

	ア
	有性
	減数
	同じである
	同じ

	イ
	有性
	減数
	異なる
	異なる

	ウ
	有性
	体細胞
	同じである
	同じ

	エ
	有性
	体細胞
	異なる
	異なる

	オ
	無性
	減数
	同じである
	同じ

	カ
	無性
	減数
	異なる
	異なる

	キ
	無性
	体細胞
	同じである
	同じ

	ク
	無性
	体細胞
	異なる
	異なる
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